
佐賀県サガプライズ！ プロデュースオフィス
☎03（6418）8329

問

　県では、TVアニメ『ポケットモンスター』シリーズ
放送1000回を記念して、11月26日にコラボ企画
「ピカチュウ人文字大挑戦＠吉野ヶ里歴史公園」を
開催しました。大阪、福岡、長崎など県内外から集
まったファン1000人が、黄・黒・赤・白・茶色のTシャ
ツと帽子を着用して、巨大人文字づくりに挑戦！「最
多人数でつくるポケモンのイメージ」として、ギネス世
界記録®※に認定されました。記録達成の瞬間をおさめ
たダイジェスト映像も公開中
です。ぜひご覧ください！

ダイジェスト映像
（YouTube）

（※ギネス世界記録®は、ギネスワールドレコーズリミテッドの登録商標です）

©Nintendo･Creatures･GAME FREAK･TV Tokyo･ShoPro･JR Kikaku  ©Pokémon

　 1000人が力を合わせて挑戦

ピカチュウの人文字が
ギネス世界記録  認定！Ⓡ

子どもから大人まで
みんなで挑んだ
世界記録！

ピカチュウ  人文字 検索

サガプライズ！ 検索

　世界遺産の選定にも関わる国際記念物遺跡会議（イコモ
ス）の国内委員会が選定する「日本の20世紀遺産20選」に
有田の文化的景観が選ばれました。江戸から昭和初期に形
成された内山の町並みや、窯の煙突が立ち並ぶ風景、古窯
跡や窯元のほか、陶磁器産業と九州陶磁文化館などの文
化施設群が一体化した景観が、未来に残したい遺産とし
て高く評価されました。九州からの選定は２ヵ所のみ。
地元では「有田の知名度アップにつながる！」と、喜び
の声が。今回の選定を誘客な
どに活かすべく、新たな
仕掛けづくりも検討
されています。

伝統産業が息
づく景観に高い評価

有田の文化的景観が
「日本の20世紀遺産20選」に選定

佐賀の元気をピックアップ

ほっと

有田町商工観光課　☎0955（46）2500問

往時は「有田千軒」と称え
られた町屋が並ぶ通り

せんげん

文化課   ☎0952（25）7236　   bunka@pref.saga.lg.jp詳しくは

　
第
10
代
佐
賀
藩
主
・
鍋
島
直
正
の
生
涯
を
テ
ー
マ
に
し
た
、小

説「
か
ち
が
ら
す
〜
幕
末
を
読
み
き
っ
た
男
〜
」と
漫
画「
鍋
島

直
正
」が
書
籍
化
さ
れ
ま
す
。小
説
は
佐
賀
新
聞
で
2
1
2
回
に

わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
大
作
、漫
画
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
無
料
配
信
さ

れ
た
も
の
で
す
。全
国
の
主
要
書
店
で
販
売
さ
れ
ま
す
の
で
、県

外
の
ご
家
族
や
歴
史
好
き
の
ご
友
人
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
を
読
め
ば
、3
月
17
日（
土
）か
ら
開
幕
す
る「
肥
前
さ

が
幕
末
維
新
博
覧
会
」を
よ
り
一
層
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
！
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

2月27日（火）全国主要書店にて2月27日（火）全国主要書店にて

『かちがらす ～幕末を読みきった男～』の作者・植松 三十里さんらによる
シンポジウムやサイン会、書籍販売などを行います。

小説と漫画で学べる幕末維新期の佐賀

鍋島直正の偉業がついに書籍化！1
漫画

出版 記 念イベント出版 記 念イベント

小説

３月４日（日） 14：00～16：30と　き マリトピア・瑞兆の間（佐賀市新栄東）ところ
300名（要事前申し込み／抽選  ※当選者の発表は入場券の発送をもって代えさせていただきます）定　員
住所・氏名・連絡先・参加人数（2人まで）を明記の上、2月16日（金）までに、郵送または
メールでお申し込みください。

WEBの無料配信はこちら

作　者：植松 三十里
価　格：1,890円（税込）
出版社：小学館

漫画家：太神 美香
価　格：540円（税込）
出版社：梓書院

マンガ  鍋島直正 検索

同時発売！

これを読んで維新博を

もっと楽しもう！

入場無料

申し込み
方   法

おお がみ  ど  り

〒840-0815 佐賀市天神3丁目2-23 佐賀広告センター内　出版記念イベント係
naomasa@po.don3.com

郵  送
メール

※イラスト、デザインとも
　仮のものになります

4

県政トピックス
K E N S E I  T O P I C S

5

さが幕末維新伝～時代を駆ける～

「佐賀藩三重津海軍所絵図」「築地反射炉絵図」公益財団法人鍋島報效会 所蔵　「凌風丸絵図」佐嘉神社 所蔵

山口知事

平成30年は、明治改元から150年の
節目です。歴史が大きく変わろうとして
いた幕末維新期を生き抜いた佐賀の

人々や偉業をご紹介します。

2018年3月17日（土）～2019年1月14日（祝・月）開催【前売券・フリーパス券好評販売中】

　
鳥
栖
市
南
部
の
田
園
地
帯
を
望
む
高
台

に
あ
る
旧
家
「
犬
丸
家
」。
幕
末
期
に
佐

賀
藩
の
御
用
蝋
屋
を
務
め
た
同
家
は
、
江

戸
時
代
後
期
に
鳥
栖
地
域
を
代
表
す
る
特

産
品
だ
っ
た
櫨
蝋
の
振
興
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。
往
時
を
し
の
ぶ
広
い

敷
地
の
一
角
に
は
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
、

櫨
蝋
で
栄
え
た
地
域
の
歴
史
を
刻
ん
で
い

ま
す
。

　
鳥
栖
地
域
が
櫨
の
一
大
産
地
に
様
変
わ

り
す
る
の
は
、
天
保
年
間
（
１
８
３
０
〜

４
４
年
）
に
筑
後
小
郡
で
新
た
に
開
発
さ

れ
た
「
伊
吉
櫨
」
と
い
う
品
種
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
で
す
。
こ
の
櫨
は
、
当
時
の
櫨

の
課
題
で
あ
っ
た
年
間
収
穫
量
に
波
が
な

く
、
櫨
の
中
で
も
低
木
で
作
業
も
簡
単
。

安
定
し
た
収
入
が
期
待
で
き
る
と
確
信
し

た
犬
丸
家
の
当
時
の
当
主
・
市
之
助
は
、

私
財
を
投
じ
て
伊
吉
櫨
の
苗
木
４
万
５
千

本
を
購
入
。
地
域
の
農
家
に
配
分
し
、
栽

培
方
法
を
伝
え
ま
し
た
。

　
生
産
し
た
櫨
蝋
は
、
大
阪
や
長
崎
な
ど

に
出
荷
さ
れ
、
地
域
に
多
く
の
利
益
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
櫨
の
栽
培
は

本
数
も
増
え
、
佐
賀
藩
東
部
だ
け
で
は
な

く
、
藩
全
体
に
広
が
り
ま
す
。
幕
末
期
に

は
、
江
戸
時
代
の
初
め
か
ら
福
岡
藩
と
担

当
し
て
き
た
長
崎
警
備
の
増
強
に
取
り
組

ん
で
い
た
佐
賀
藩
は
櫨
蝋
の
専
売
制
を
敷

い
て
、
長
崎
会
所
を
通
し
て
出
荷
先
を
高

く
買
い
取
っ
て
く
れ
る
海
外
に
限
定
。
日

本
の
櫨
蝋
は
品
質
が
良
く
、
海
外
で
も
評

価
が
高
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
櫨
蝋
の
生
産
、
販
売
は
佐
賀
藩
に
よ
っ

て
き
っ
ち
り
管
理
さ
れ
、
そ
の
徹
底
ぶ
り

は
、
藩
内
で
消
費
す
る
蝋
製
品
で
さ
え
、

必
要
に
応
じ
た
配
給
に
す
る
ほ
ど
。
生
産

者
で
も
自
由
に
蝋
を
使
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
厳

し
く
管
理
し
た
の
は
、
海
外
製
の
機
械
や

蒸
気
船
の
購
入
資
金
に
櫨
蝋
が
充
て
ら
れ

た
か
ら
で
、
１
８
５
７
年
に
オ
ラ
ン
ダ
の

帆
船
（
飛
雲
丸
）
を
購
入
し
た
際
に
は
、

銀
千
貫
分
（
現
在
の
十
数
億
円
相
当
）
を

櫨
蝋
で
支
払
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
進
的
な
科
学
技
術
を
次
々
と
導
入

し
、
日
本
の
近
代
化
を
リ
ー
ド
し
た
佐
賀

藩
。
櫨
蝋
は
そ
れ
ら
を
資
金
面
か
ら
支
え

て
い
ま
し
た
。
櫨
蝋
は
、
明
治
維
新
の
原

動
力
の
一
つ
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

（
協
力
・
佐
賀
新
聞
社
）

vol.7

犬
丸
家
の
敷
地
に
あ
る
石
碑
に
は
、
幕
末
の
櫨
蝋
産

業
の
様
子
が
垣
間
見
え
る
碑
文
が
記
さ
れ
て
い
る

（
鳥
栖
市
江
島
町
）

い
　
き
　は
ぜ

い
ち
の
す
け

は
ぜ

ろ
う

櫨
蝋

　藩
財
政
を
下
支
え
（
鳥
栖
市
）

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
櫨
の
実
の
採
取

櫨の実

犬丸家に残る
蝋皿。白蝋を
入れて固める
道具で、中央
に屋号が記さ
れている


